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午後２時００分開議 

○【是松教育長】 皆さん、こんにちは。きょうも風が強いようですが、春一番、二番、三番くらいにな

るのでしょうか。服部嵐雪の句に「梅一輪一輪ほどの暖かさ」というのがありますけれども、もう既に紅

梅白梅も咲きそろっております。もうじき桃の節句ということで、だんだん春が近づいて来ているところ

でございます。 

 それでは、これから平成 29年第２回教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の会議録署名委員を嵐山委員にお願いいたします。よろしいでしょうか。 

○【嵐山委員】 はい。 

○【是松教育長】 ありがとうございました。 

 それでは、本日の審議案件のうち、議案第９号、臨時代理事項の報告及び承認について（校長、副校長

の人事異動について）と議案第 10 号、臨時代理事項の報告及び承認について（教職員の人事異動につい

て）は人事案件でございますので、秘密会としますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○【是松教育長】 それでは審議に入ります。 

―――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――― 

 ○議題（１） 教育長報告 

○【是松教育長】 最初に教育長報告を申し上げます。 

 １月 24 日火曜日の第１回定例教育委員会以後の主な教育委員会の事業について、ご報告申し上げます。 

 １月 24 日火曜日、第１回定例教育委員会の前に永見新市長との総合教育会議を開催いたしました。市

長の教育大綱策定について教育委員会と協議をしたところでございます。同日、夜は社会教育委員の会を

開催いたしております。 

 １月 25 日水曜日に、中学校生徒会役員と教育委員の懇談会を開催いたしました。また同日は、都市教

育長会が開催され、東京都教育委員会との連絡協議会もあわせて開催されたところでございます。 

 １月 26 日木曜日には、給食センター運営審議会が開催されました。この回の審議会におきましては、

狭山市の給食施設の視察を行っております。狭山市におけるＰＦＩ事業による給食施設整備について、視

察を行ったところでございます。同日は、文化財防火デーでございました。文化財放火デー消防演習とし

て、青柳稲荷神社において演習が行われております。 

 １月 31日火曜日に、この日より２月２日まで二中の１年生の自然体験教室が行われております。 

 ２月５日日曜日に、第８回中学生「東京駅伝」が味の素スタジアムで開催されました。男女とも国立の

チームは非常に頑張っておりました。女子におきましては、同コース、国立市としての最高タイムを記録

したということで特別賞を受賞いたしております。 

 ２月６日月曜日に、この日より 10 日までの間、図書館の蔵書点検を行っております。また同日は、給

食センターにおいて、国立市監査委員による定期監査が実施されたところでございます。 

 ２月７日火曜日に、校長会を開催いたしました。 

 ２月８日水曜日に、都市教育長会が開催されました。 

 ２月 11 日土曜日に、国立市公立小学校対抗のミニバスケットボール大会が、総合体育館において開催

されております。また同日は、東京都教育委員会児童・生徒等表彰式が行われております。 

 ２月 12 日日曜日、社会体育事業「スポーツこどもの日」を開催いたしました。東京女子体育大学にお

きまして体操競技、バトミントン、車椅子バスケット等のオリンピック・パラリンピック競技を 68 名の
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児童が体験したところでございます。また、その終了直後にオリンピック・パラリンピックのフラッグツ

アーの引渡式も行われたところでございます。 

 ２月 13 日月曜日に、平成 29 年度教育課程届出相談を開始いたしました。３月２日まで、順次全校にお

いて相談を行っていくところでございます。 

 ２月 14 日火曜日には、各校ＰＴＡ予算要望に関する回答・説明も開始されております。同日、東京都

市町村教育委員会連合会の研修会が開催されております。また同日、公民館運営審議会が開催されました。 

 ２月 16 日木曜日、副校長会を開催しております。またこの日は、三小の国立教育政策研究所学力把握

実践研究協力校の発表と、四小における東京都安全教育推進校公開授業・研究協議会があわせて行われて

おります。同日夜には、スポーツ推進委員定例会を開催いたしました。また同日には、図書館協議会も行

われております。 

 ２月 17 日金曜日、文化財保護審議会を開催いたしております。同日は、文部化科学省において教育委

員研究協議会が開催され、城所委員と山口委員が参加されました。 

 最後になります。２月 20 日でございますが、月曜日に第２回国立市教育フォーラムを行ったところで

ございます。 

 教育長報告は以上でございます。ご意見、ご感想等ございましたらお願いいたします。 

 山口委員。 

○【山口委員】 １月の末から２月の昨日まで、多くのプログラムが行われております。今、教育長から

ご報告いただいたものに幾つか参加させていただいて、それとともに授業公開であるとか、東京教師道場

の部員による公開授業が二つありましたり、指導教員による授業指導の公開があったり、さまざま行われ

ておりました。幾つか重なったりしているもので、全部はのぞけなかったのですが、幾つか参加させてい

ただきました。それぞれが年度末の時期なので研究成果であるとか、積み上げてきたものの発表等々しっ

かりやられていたということとともに、各学校をのぞきに行くわけですので、それぞれの学校の雰囲気も

感じることができました。どの学校も押しなべて１年間で、まとまりある方向性を出しつつあるのだなと

いう安定した感じを受けたことをご報告申し上げます。個別にはたくさんになるので、省かせていただき

ます。 

 一つだけ質問があるのですけれども、これはほかの市のことですが、我々も気をつけなければいけない

ことかと思いますが、先週末から立川市で給食が原因だろうと思われる多くの児童の病欠とか、学校の休

校措置がとられているということで心配をしているところでございますけれども、本市においてそれを受

けてといいますか、それの対応というか、どうされているのかを少しお聞かせ願えればと思います。 

 以上です。 

○【是松教育長】 それでは、給食センター所長。 

○【本多給食センター所長】 立川市の給食センターにおきまして、２月 17 日金曜日の夕方くらいから、

小学校で児童に下痢等の症状があらわれたということでございます。一部の小学校につきましては、休校

措置等をとっており、現在多摩立川保健所が調査に入っている状況でございます。原因等については、ま

だはっきりしていない部分がございますけれども、当市において気をつけるべき点につきましては、給食

センターの場合、衛生施設でございますので、手洗いに始まり、手洗いに終わると言われております。改

めて作業に入る前の手洗い、それから作業途中でも、例えば生肉等を取り扱ったときはそのエプロンをち

ゃんと片づけて、その後に手洗いをするとか、手洗いでの消毒を徹底することを改めて調理員に指示を出

したところでございます。 
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 それからもう１点は、生の食材を加熱して調理するわけでございますけれども、加熱した後、中心温度

を測定し、加熱が不十分でないかのチェックを改めてきちっとするように指示したところでございます。 

 以上でございます。 

○【是松教育長】 よろしいでしょうか。 

山口委員。 

○【山口委員】 ありがとうございます。今、所長が言われたことは、常日ごろ当たり前で基本的な事項

として注意されていることだと思いますけれども、どうしてもなれとかが生じてきたりすることがあるか

と思います。改めてそれを注意喚起されるということが常に必要だと思いますけれども、こういう措置が

とられているということ。気を緩めずにしっかりやっていただければと思います。 

 以上でございます。 

○【是松教育長】 ほかにいかがでしょうか。 

城所委員。 

○【城所委員】 私は、今月、学校公開その他いろいろ実際に子どもたちと出会う場面や研修等、盛りだ

くさんの一月を過ごさせていただきました。その中で、感想等を話させていただきたいと思います。 

 まずは一番近いところで、昨日の教育フォーラム。事務局の皆様も本当にお疲れさまでした。一中のＡ

組の子どもたちのエイサーのオープニングで始まった会だったのですけれども、担当の先生が 10 月から

紆余曲折でいろいろあったとおっしゃっていたのですが、一つの舞台としてみんなが一生懸命やっている

姿を見せていただいて。小学生のころから、いろいろ大変だったというお子さんが中に混じっていたり、

そういう姿を見せていただいて、思わず涙が出てきてしまうような、そんな舞台だったなと思いました。 

何人かの生徒たちは、誇らしげな顔でその踊りを一生懸命やっていて、幕が下がったときに「はーっ」

と安堵した声が幕の後ろから漏れてきて、朝から落ちつかなくて大変な日だったのに、子どもたちは一生

懸命やり切ったということで、この一歩は非常に大きく成長したというところで、一緒に居合わせていた

だけた気持ちでした。 

限られた短い時間の中で充実したプログラムを組んでいただいて、成果や結果発表、あとは一小、六小

の実践の発表。それから、実際に生徒二人の自分の体験の作文、あとは保護者の方からのお手紙。実際に

かかわる皆さんのお声を、生で一緒に聞けたというのは随分大きいことだったのではないかと思いました。 

シンポジウムでも大切なことや必要なことを市川指導担当課長が進めていて、目いっぱい大事なことを

話されたと思います。会場全体に充足したという感じの空気が漂っていたような気がして、何人かの方と

たまたまお話をする機会があったのですけれども、足を運んでよかったとか、これほど深い内容で質の高

いことをやっていたことに初めて触れたと立ち話でお聞きできて、本当にありがたいなと思いました。 

国立は始めてから年数がたっているから、いろいろなことが大分進んできてはいるのですけれども、他

市の教育委員の方に聞くと、これから、１から何をやっていいかというところもあるようで、本当にあり

がたいなと思います。合理的配慮ということが当事者の方を越えて、いろいろな方に理解していただける

ことは、全ての子どもたちにとって住みやすい社会になっていくのではないかなと思いました。本当にい

い教育フォーラムに参加させていただいて、ありがたかったと思います。 

 それから「東京駅伝」がありました。第８回ということですが、２回途中でなくなっているので、実質

６回目ということになります。今回何が違ったかというと、今まで何となく国立のチームというと少し中

だるみをしたり、バラバラになってしまったり、男女が別だったりとか、そういう風景が毎年よく見られ

たのですけれども、ことしは「チーム国立」という感じで、男の子がやっているときは女の子が一生懸命
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応援して、女の子のときは男の子が一生懸命応援してと、ばらつきがなかったというか、みんなで応援し

てみんなで行って帰ってきたという雰囲気が、何位だったとか秒がというのも大事かもしれないのですけ

れども、それが何よりもうれしい結果ではなかったかなと思いました。ヤクルトの本田コーチも熱い思い

で選考会から当日までとずっとかかわっていただいて、当日、事務局の心遣いで色紙を用意していただい

て、本田コーチにプレゼントするという場面があったのですけど、心温まるというか、うれしそうになさ

っていた顔で、こちらもありがたいなという思いで見せていただきました。 

 それから研修等いろいろ参加したのと、あと三小の研究発表にも参加させていただいたのですけれども、

大体が次期学習指導要領に関する話でした。いろいろなことを話されて、印象にも残ったのですけれども、

中で１点だけご紹介させていただくと、三小の研究発表で日本体育大学の角屋先生にお越しいただいてい

るのですけれども、その提言のまとめの中で三つ大事なことが話されていて、まず一つ目が、自立する能

力。二つ目が、他者とかかわり自己を磨く。三つ目が、自分の新しい価値をつくり出す創造ということだ

ったのですけれども、３番目が非常に大事だと先生はおっしゃっていて、その３番目の創造は何かという

と、個人の自分がきのうときょうとでは違うのだと、成長したのだと本人が実感できるということが大事

で、社会的価値とかそういうのではなくて、個人一人一人の子どもが変わったとわかることが大事だとい

うことをおっしゃっていて、そこは大事なところだなと思いました。これは子どもだけに限らず、大人に

とっても自分たちもきのうときょうは違って進んでいるという実感を持ってやっていくことは、これから

指導要領が変化していくのですけれども、子どもだけではなく、大人も一緒にこういう感覚を持って進ん

でいくことが大事かなと思いました。 

 長くなりましたが、以上です。 

○【是松教育長】 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

髙橋委員。 

○【髙橋委員】 私も幾つか感想を述べたいと思います。最初に、ただ一人の指導教諭である髙木先生の

模範授業を参観しました。八小の３年生理科「電気のとおり道」という授業で、担任ではない髙木先生が

指導をして、まだ２時間しかたっていないという授業でしたが、子どもたちはノートに電気の回路図を書

くことが既にできていたと。ふだんの担任の指導の賜物だなという感じがしました。子どもたちがノート

に書いた配線図と、髙木先生が板書したそれとは異なっていたのです。でも、いざ実験が始まると、子ど

もたちは先生の配線図どおりに豆電球をつける実験ができていたと。非常に八小の子どもたちは、学力が

高いなという一つの証明となる場面でもあったかなと思いました。授業が終わったあと髙木先生との話し

合いで、参加した教師は少なかったのですけれども、活発な質疑応答があってとても楽しい、しかも有意

義な参観だったと思います。 

 次に、三小の研究発表会に参加しました。子どもたちの思考力を育てる授業実践の様子を見ることがで

きたのです。３年生から６年生までの理科の授業を見て、三小は一貫した指導を行っているなという印象

を持ちました。子どもたちが理科の実験に取り組むいきいきとした姿に私たちが接すると、大変心地よい

気分になりました。科学的な思考を三小では類推、帰納的推論、演繹的推論と定義しているわけで、理科

の問題解決の過程で子どもたちが身につけて力を発揮するという、そういう授業をつくり上げているわけ

ですけれども、その授業はやはり見応えがあったと思います。 

 一つ例を挙げますと、６年生の実験でアルコール温度計をビーカーに金属板をつくって取りつけるとい

うものです。どのグループも失敗しないで、正確な結果が得られるように配慮がされている。これは教師

の工夫だと思います。特に若手の教師が行っていまして、三小では若手の教師が着実に育っているなと実
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感しました。児童のノートのまとめ方も大変見やすくて、すばらしいと。これから言えることは、授業で

子どもを変えるためには、まず教師が自分の授業を他人に見せることだなと。見せることは批判を受ける

ことになるわけで、そこから教師は成長するのではないかと思います。 

 最後に、東京都の市町村教育委員の研修会。先ほど教育長報告にありました研修会の概略を述べたいと

思います。 

文科省の赤堀教育課程調査官は、ボリュームいっぱいの内容をテンポよく、聞いている私たちを飽きさ

せない講義でした。１月の定例会でも報告したのですけれども、今、なぜ道徳の教科化を進めるのかと。

反対する人たちもいるわけですが、その背景には２点あると。１点目は、学校は道徳教育を充分に行って

いないのではないか。外からは、学校の事情というのは見えないことがあります。２点目は、学校によっ

て道徳教育に温度差があるのではないか。もっと言うと、全国同じようにされていない実態もあるのでは

ないかと。解決策は幾つかあるわけですけれども、一つ挙げると、全ての子どもたちの手元に教科書が行

き渡れば、全国どこの学校でも同じ程度の道徳教育が行えるのではないか。今現在、教科書はありません。

また、副読本を使っていても保護者負担であるし、まだまだ課題が多い中で、教科書というのは一つの解

決策になるのではないか。とは言っても、それで解決するわけではないので、課題はまだ残るわけです。 

３点に絞りますと、１点目は、学校間や教師間の差が大きいということ。２点目は、指導方法に不安を

抱える教師が多いということ。自信を持って道徳教育をやっています、道徳の授業をやっていますという

先生がどれだけいるかということです。３点目、学年が上がるにつれて、児童・生徒の受けとめがよくな

い。今度は生徒側で考えると、なかなか教師の言うようには考えてくれない。これは社会的な問題があり、

家庭的な問題がある。複雑な問題や要素が絡むわけですけれども、改善しなければならないということだ

けはここからわかると思います。 

では、その発達の段階ごとにその内容を明確化していくことが大事ではないかと。つまり、もっと具体

的なことを考えていくと、それは今大変深刻な問題になっているいじめの防止。それから生命尊重。自立

心。家族や集団の一員としての自覚。ルールやマナー。法の意義を理解して守るということ。つまり社会

の一員としての主体的な生き方。こういったことを留意していく。これが発達段階に応じて内容を明確化

していくということ。何とか道徳教育をやっていればいいという程度のものではなくて。 

では学校として、道徳教育を進めるためには具体的に何が必要なのか。これも３点にまとめると、１点

目は、学校のカリキュラム・マネジメント力。つまり、うちの生徒の実態に応じて何を身につけさせたい

のか。うちの家庭、地域ということを考えた上でのカリキュラム・マネジメント力。２点目は、学校の組

織力。教員がバラバラであっては、道徳教育はできないと思います。生徒は育たない。３点目は、校長の

リーダーシップ。校長が本当にやる気があるのかどうか。学校をまとめていこうという気持ちがあるのか

どうか。一にも二にもここにかかわってくる。以上の３点が必要不可欠だろうと思います。 

以上で終わります。 

○【是松教育長】 ありがとうございました。ほかによろしいでしょうか。 

―――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――― 

○議題（２） 議案第６号 平成 29年度教育費予算案について 

○【是松教育長】 それでは次に、議案第６号、平成 29 年度教育費予算案についてを議題といたします。 

 川島教育総務課長。 

○【川島教育総務課長】 それでは議案第６号、平成 29 年度教育費予算案についてご説明をいたします。

当議案につきましては、２月末よりに開催されます、第１回国立市議会定例会に予算案を提出するため、
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提案するものでございます。平成 29 年度教育費全体の予算案につきまして、お手元に資料を配付させて

いただいております。１枚に左右２ページずつページをふってございますので、そのページに従って政策

関連経費を中心にご説明をさせていただきます。 

 17ページ、左上でございます。款 10教育費をごらんください。平成 29年度の教育費当初予算案では、

総額で 23億 6,391万円を計上してございます。一般会計総額に対する構成比は 8.14％でございます。 

それでは、歳出予算、歳入予算の順でご説明申し上げます。 

17 ページからが歳出予算でございます。款 10 教育費のうち、項１教育総務費の構成は、目１教育委員

会費、目２事務局費、そして２枚おめくりいただき、21 ページからの目３教育指導費からなっており、主

に教育総務課、教育指導支援課の所管する予算が計上されております。22 ページ中段をごらんください。

事務事業１、学校指導等嘱託員報酬の節１報酬、細節４嘱託員の上から６番目ですが、外国語指導助手報

酬として、平成 29年度より２名増の５名分の報酬を計上しております。 

28 ページ、一番下をごらんください。事務事業 13、学校教育向上支援事業費では、平成 28 年度より小

学校全８校で実施しております、放課後学習支援教室事業を含む講師謝礼を計上しております。 

31 ページ以下は、項２小学校費となっております。目１学校管理費から始まりまして、７枚おめくりい

ただき、45 ページ下段となります。目２教育振興費、さらに３枚おめくりいただき 51 ページ、目３学校

保健衛生費、２枚おめくりいただき 55 ページ、目４特別支援学級費、次の 57 ページの目５学校整備費ま

で、小学校の学校運営にかかわる予算が計上されております。59 ページからは、項３中学校費として、小

学校費と同様に五つの目から、中学校の学校運営に関する予算が計上されております。 

少しお戻りいただき、56 ページをお願いいたします。中段、事務事業１、特別支援教室運営整備事業費

として、平成 30 年度からの小学校全校での特別支援教室開始に向け、残る６校分の教室改修費用が計上

されております。 

58 ページをごらんください。中段よりやや下、事務事業１、小学校耐震補強・大規模改修事業費では、

非構造部材耐震化対策として、小学校１校、こちら第六小学校となりますが、校舎の天井材等の落下防止

対策工事及び屋上防水工事を、平成 30 年度以降実施するための工事実施設計費用が計上されております。 

次に 73 ページからの項５学校給食費でございます。78 ページをごらんください。中段やや下、説明欄

の節 18給食センター関連備品では、小学校に設置している牛乳保冷庫更新の費用を計上しております。 

 77ページ下段からが、項６社会教育費でございます。 

 80 ページ下段をごらんください。事務事業４、文化芸術振興事業費として、文化芸術振興条例策定のた

めの検討委員会の委員報酬など、検討委員会に関連する費用を計上しております。 

 86 ページをごらんください。上段の目４芸術小ホール費の事務事業１、芸術小ホール管理運営費の節

15 工事請負費、細節３改修工事において、芸術小ホールの外壁等改修工事に係る費用を計上しております。 

 同じ 86 ページの中段のやや下、事務事業１、郷土文化館管理運営費の節 13 委託料の細節 36 制作等で

は、市制 50 周年記念事業として、緑川東遺跡で出土した石棒や土器のレプリカや出土時の状況を再現し

た展示ケースを作成する費用を計上しております。 

 88ページからが、項７社会体育費となっております。 

 92 ページをお願いいたします。上段の目３体育館費の事務事業１、体育館管理運営費の節 15 工事請負

費、細節３改修工事において、総合体育館の外壁等改修工事に係る費用を計上しております。 

 その下、項８より公民館費となっております。 

 98 ページ下段をごらんください。継続事業となりますが、事務事業５、自立に課題を抱える若者支援事
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業費では、自立に課題を抱える若者に対しての学習支援、居場所の提供、就労支援、保護者、支援者向け

セミナーの開催などに関する費用を計上しております。 

 次の 99ページ、項９より図書館費となっております。102 ページ下段の目２図書館運営費の事務事業１、

図書館運営費の節 11 需用費、細節４印刷製本費に、乳幼児向け読み聞かせ絵本リストの作成・発行費用

を計上しております。 

 続きまして歳入予算に移ります。お戻りいただきまして、１ページをごらんください。 

 歳入につきましては、主に国や都からの補助金、諸収入からなっておりまして、教育費に関しましても、

国や都から入ってくる費用など市税以外で賄えるものが計上されております。１ページからの表は左側の

ページに款、項、目及び予算額が記載され、その右側に節と予算の説明がされており、その内訳がわかる

ようになっております。最下段から始まる款 13 国庫支出金では、４ページ中段の下、項２国庫補助金の

目５教育費国庫補助金の節２小学校費補助金及び節３中学校費補助金におきまして、特別支援学級就学奨

励費補助金や理科教育振興費補助金などが計上されております。 

 ５ページより記載があります、款 14 の都支出金につきまして、７ページの中段、項２都補助金の目７

教育費都補助金では、スクールソーシャルワーカー活用事業補助金 290 万円や放課後学習支援教室や自立

に課題を抱える若者支援事業に充当する３学校支援ボランティア推進事業等の補助金 1,002 万 3,000 円、

特別支援教室整備のための補助金 600万円などを計上しております。 

 ９ページ中段やや上、項３委託金、目６教育費委託金として、教員の給与等支給事務に係る委託金 279

万 3,000円などを計上してございます。 

 以上が、教育費に関する平成 29年度歳出歳入予算案でございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○【是松教育長】 説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 山口委員。 

○【山口委員】 感想になります。昨年度から予算に関しては、市長要望を行いました。いろいろ内部で

検討して大体網羅されているのかと思いますけれども、８％程度というのは少ないと言えば少ない気がし

てしまいます。パーセンテージだけではないのですけれども、より必要とされるところに効率的に使って

ください。これから予算審議が市議会のほうでおありなると思うので、またそこで幾つかもまれることが

あるかと思いますけれども、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○【是松教育長】 髙橋委員。 

○【髙橋委員】 中学校費の歳入で、中学校費補助金、理科教育振興費補助金が 30 万円あります。これ

は、何年間という期限が定まっているのでしょうか。それとも単年度でしょうか。 

○【是松教育長】 金子教育指導支援課長。 

○【金子教育指導支援課長】 単年度で学校ごとに回して、１年ごとで学校をかえていくようなシステム

になっています。 

○【是松教育長】 金子教育指導支援課長。 

○【金子教育指導支援課長】 そちらのほうの料金は年度ごとで、単年度で各校を順番に回すような形で、

重点的に補助金を添えていく事業でございます。 

○【是松教育長】 髙橋委員。 

○【髙橋委員】 来年度は決まっているのですか。 
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○【是松教育長】 金子教育指導支援課長。 

○【金子教育指導支援課長】 決まっております。調べないとわからないので、後でお答えします。 

○【髙橋委員】 ありがとうございました。 

○【是松教育長】 よろしゅうございますか。 

それでは採決に入ります。皆さんご異議がないようですので、可決してよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○【是松教育長】 それでは議案第６号、平成 29年度教育費予算案については可決といたします。 

―――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――― 

 ○議題（３） 議案第７号 （仮称）国立市文化芸術振興条例検討委員会条例案について 

○【是松教育長】 次に、議案第７号、（仮称）国立市文化芸術振興条例検討委員会条例案についてを議

題といたします。 

 津田生涯学習課長。 

○【津田生涯学習課長】 それでは議案第７号、（仮称）国立市文化芸術振興条例検討委員会条例案につ

いてご説明いたします。 

 本議案は、国立市における文化芸術の振興に関する施策を総合的に推進することを目的として、文化芸

術の振興についての基本理念を明らかにし、その方向を示す条例の策定について検討する（仮称）国立市

文化芸術振興条例検討委員会を設置するため、提案するものでございます。 

 内容の説明に入る前に、提案した経緯をご説明します。 

国立市の文化芸術は南部地域の谷保天満宮、三田氏館跡、本田家等に代表される長い歴史の中で培われ

たもの、大正末期からの学園都市として開発に伴い、生まれてきたこと、さらに相まって、文教都市国立

として文化芸術に関心の高い市民が集まり、その市民が自主的かつ活発な文化・芸術活動の展開、ギャラ

リーなどの文化施設も多数あるなど、コンパクトな市域の中、多種多様な形で存在し、国立のまちの魅力

を高めている貴重な財産です。一方、市の文化政策については、平成 28 年３月に策定した第５期基本構

想・第１次基本計画に基づき、文化・芸術活動のしやすい環境が整備され、市民が文化・芸術活動に親し

むことができるとともに、市内の歴史、文化遺産が守られ、活用されるまちを目指しております。 

また、具体的な事業展開に当たりましては、行政が直接さまざまな事業を実施するのではなく、より自

由度が高く、積極的な活動を展開しているくにたち文化・スポーツ振興財団において、くにたち市民芸術

小ホールを初め、くにたち郷土文化館などで事業展開をしており、多くの市民が利用している状況にござ

います。このような中、国立市における文化芸術の振興に関する施策を総合的に推進させるため、国の文

化芸術振興基本法や国の基本方針との整合を図りつつ、国立の特性に応じた文化芸術の振興についての基

本理念を明らかにする条例を制定した上で、実行性のある計画を策定していくことが肝要と考え、今回提

案したものでございます。 

それでは条例のご説明をいたします。１枚おめくりください。 

第１条、設置につきましては、先ほどご説明した内容となります。 

第２条、所掌事務ですが、条例検討委員会は、教育委員会の諮問に応じて、条例策定に関する事項を調

査、審議し、その結果を教育委員会に答申するものでございます。 

第３条、組織につきましては、国立市附属機関等の設置及び運営に関する要綱に基づき、委員の数は 10

人以内としております。また、委員の構成につきましては、学識経験者２人以内、文化芸術関係者、市内

で実際に文化芸術活動をしている個人・団体の方、あるいは文化施設関係者などを想定しておりますが、



 

9 

 

５人以内、学校教育関係者１人以内、公募による市民委員を２人以内としております。 

第４条、委員の任期は、教育委員会の答申のあった日をもって終了としております。 

第５条は、委員長、副委員長の選任方法、職務の役割を規定しております。１枚おめくりください。 

第６条は、会議運営にかかわる事項を定めております。 

第７条は、生涯学習課が委員会の庶務を行うことを規定しております。 

第８条は、この条例に定めるもののほか、委員会運営に関し必要な事項は教育委員会が別に定めるもの

としております。 

 付則です。この条例は、平成 29年４月１日から施行します。 

２は、本委員は、非常勤特別職の職員となるため、その改正の規定です。 

なお、本議案は、本日の教育委員会での審議を経て、２月 23 日より開催されます市議会第１回定例会

に条例案を提案していきたいと考えております。 

説明は以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○【是松教育長】 説明が終わりました。ご質問・ご意見等ございましたらお願いします。 

 山口委員。 

○【山口委員】 答申までの期間は、どれくらいを想定されているのですか。 

○【是松教育長】 津田生涯学習課長。 

○【津田生涯学習課長】 議会での予算承認、また、公募の市民も入れていきたいと考えておりますので、

６月に条例策定の諮問をし、12 月の市議会に条例案を提案できるようなことを目標として考えてございま

す。 

 以上です。 

○【是松教育長】 よろしゅうございますか。 

○【山口委員】 結構です。 

○【是松教育長】 ほかにいかがでしょうか。 

 嵐山委員。 

○【嵐山委員】 こういった内容のものは、今までもありましたか。新しい条例ですか。 

○【是松教育長】 津田生涯学習課長。 

○【津田生涯学習課長】 国立市総合基本計画での記載はございますけれども、条例としてはまだ設置し

ていなかったので、今回新たに設置していきたいというものでございます。 

○【嵐山委員】 わかりました。 

○【是松教育長】 それでは採決に入りたいと思います。皆さんご異議がないようですので、可決でよろ

しいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○【是松教育長】 議案第７号、（仮称）国立市文化芸術振興条例検討委員会条例案については、可決と

いたします。 

―――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――― 

 ○議題（４） 議案第８号、国立市古民家設置条例施行規則の一部を改正する規則案について 

○【是松教育長】 次に、議案第８号、国立市古民家設置条例施行規則の一部を改正する規則案について

を議題といたします。 

 津田生涯学習課長。 



 

10 

 

○【津田生涯学習課長】 それでは議案第８号、国立市古民家設置条例施行規則の一部を改正する規則案

について、ご説明いたします。 

 本議案は、郷土愛の醸成や国立市古民家への来館者の利便性を高めることを目的に、開館時間を変更す

るため、規則を一部改正するものでございます。 

 ３枚目のＡ４横版、国立市古民家設置条例施行規則の一部を改正する規則案、新旧対照表をごらんくだ

さい。 

 左側の新の欄、第２条、使用時間についてです。現行規則では、午前 10 時から午後４時までとなって

おりますが、午前９時から午後５時までと時間延長するものです。 

 延長に当たりましては、隣接している農業体験及び農業の情報発信の拠点である「城山さとのいえ」の

開館時間にあわせ、来館者の利便性を高めていくものです。なお、時間延長に当たりましては、平成 28

年４月より試行で実施しており、延長時間帯に一月に約 90 人も訪れる月もあり、来館者数増に一定の効

果が生じているところです。 

 施行日は平成 29年４月１日です。 

 説明は以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○【是松教育長】 説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますでしょうか。よろしゅうございま

すか。 

 それでは採決に入ります。皆さんご異議がないようですので、可決でよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○【是松教育長】 議案第８号、国立市古民家設置条例施行規則の一部を改正する規則案については可決

といたします。 

―――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――― 

 ○議題（５） 報告事項１） 国立市公共施設等総合管理計画最終答申について 

○【是松教育長】 それでは次に、報告事項１、国立市公共施設等総合管理計画最終答申についてに移り

ます。 

 政策経営部薄井特命担当部長。説明をお願いいたします。 

○【薄井特命担当部長】 皆さん、こんにちは。日ごろより市行政に特段のご配慮、ご理解をいただきま

して、ありがとうございます。公共施設等総合管理計画の案について、本日は説明をさせていただきます。 

 平成 28 年７月から、国立市公共施設の在り方審議会という審議会で、この計画についてご審議をいた

だきまして、この度２月９日に最終答申をいただきました。それを受けまして、公共施設マネジメント推

進本部会議という内部の機関がございまして、そこで２月 14 日に市の案として確認をさせていただいた

ところです。本日は、Ａ３のカラー２枚の冊子で説明をさせていただきたいと思っております。 

 それでは、まずこのカラー版の表面をごらんください。表面の一番左上の「１ 基本的な考え方」とい

う項目です。これは総合管理計画案の冊子の第Ⅰ章に当たるところです。 

①に「計画の背景・目的」がございます。公共施設の老朽化が進み、一方で人口減少や少子高齢化に伴

って財政状況が厳しくなることを踏まえて、将来の公共施設の整備や維持管理を適切にマネジメントする

ための方針をまとめたものでございます。 

そして②ですけれども、「計画の位置付け」。縦の中央に公共施設等総合管理計画とございますけれども、

左側の上位計画、総合基本計画、基本構想・基本計画と連動するものとして、右側に四つ並んでいますけ

れども、個別の施設、建築物、それから道路・橋りょう、そして下水道、公園の更新計画にこれから結び
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つくものでございます。 

右の④をごらんください。「計画期間」ですけれども、2017 年度から 2066 年度までの 50 年間とさせて

いただいております。これは市の主な建築物が、今後 50 年でほぼ建て替えとなることを踏まえまして、

50年間としております。 

その右です。この基本的な考え方、総合管理計画を審議していただくに当たりまして、昨年６月から７

月にかけて、3,000 人の市民アンケートを行いました。よく利用されているのは市役所や図書館、公園な

どです。そして、ここには記載しておりませんけれども、アンケートでは今後の人口減少の中で、今の公

共施設をそのまま維持していくために、他の行政サービスを減らすことについてはどうですかという問い

に対しては 48.3％、半分近くの方が反対ということでございました。賛成は約 30％ということでござい

ます。やはり、公共施設にばかりお金をかけるのはよろしくないと。それからもう一つの設問で、今後の

人口減少を踏まえて全ての公共施設を残すのではなく、公共施設の総量を減らして経費を押さえていくや

り方はどうですかということについては、賛成が 82％でした。こういった市民の思いも踏まえて、これか

ら公共施設のことを考えていかなければいけないと思っております。 

次に、下半分、一番左に２とありまして、大きな２番、「公共施設等の現況及び将来の見通し（第Ⅱ

章）」に当たるものでございます。 

公共施設につきましては、築年別の整備状況、一番下の棒グラフの細いものですけれども、これは年度

を追った、年を追った建築のピークがどこにあるかということなのですが、赤い網かけで左にございます。

1969年（昭和 44年）から 1978年（昭和 53年）までの 10年間が、学校を中心とした国立市の施設整備の

一番多かった年であると。約 40 年以上前ですか、そのくらい前に国立市の多くの施設がつくられたとい

うことでございます。今現在、老朽化の問題を迎えているということでございます。 

 その右です。「②人口」とあります。国立市の人口は、現在は約７万 5,000 人でございます。横ばいに

推移してございます。直近は微増しているところなのですけれども、今のままの成り行きに任せますと、

今後５年ほどで横ばいに推移した後、人口減少に転じて、その後は人口減少が加速すると見込まれていま

す。そしてこの折れ線グラフですけれども、人口推計を何パターン化したものと、国立社会保障・人口問

題研究所の推計等を並べています。７万 5,510 人から一旦ふえて、波線ですね、次に７万 7,011 人になる

という、これが国の社会保障・人口問題研究所の推計でございます。こちらは、東京都全体の推計を国立

市に当てはめていますので、少し実際と違ってくることがございます。この総合管理計画を策定するに当

たって参考にしましたのが、赤い実線、頂点が四角になっているものでございます。こちらは比較的横ば

い、なだらかなカーブを描いています。これは実は国立市の人口ビジョン総合戦略という、これからの人

口減少を食いとめる総合戦略の目標値になっているものでございます。2040 年までに、合計特殊出生率を

1.77 まで引き上げる。国立市の最新の数字は、1.25 でございます。それを 1.77 まで引き上げるというの

が目標でございます。それからもう一つ、今、20 歳代から 40 歳代までは、人口がどちらかというと流出

する傾向がございます。その人口減を半分に食いとめるという、これは市の政策によってそれらの目標値

をもって取り組もうというものでございます。この推計をほかにも何パターンか、このままの成り行きで

いきますと、青い色の四角い頂点のもの、このままの成り行き、何も施策を講じませんと、このように

2060年には６万 447 人と、６万人程度に下がるであろうという推計でございます。日本全体もこのように

下がっていく傾向の中で、成り行き値というものも見ています。 

その次の右側の「③財政及び将来コスト」でございます。本市の歳入は、個人市民税を中心とした市税

が約半分を占めていますと書いてあります。市税は、平成 27 年度決算で大体 146 億円程度です。これは、
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約 300 億の財政規模、一般会計の財政規模の約半分です。個人市民税がその中でも 67 億ということで、

市税の約半分近くを占めているわけでございます。この個人市民税につきましては、生産年齢人口と言わ

れる 15 歳から 64 歳までの人口が、少子高齢化ということで、どうしても減っていくという推計が出てい

ますので、これも減少するであろうという見込みを出しています。 

それから２番目の丸に、少子高齢化の進展に伴って社会保障関係の支出が増加する。これは国の傾向で

も、ＧＤＰ500 兆円の実態で 120 兆円くらいの社会保障給付費だと思うのですけれども、年々社会保障費

用がふえてくるだろうという推計もございます。 

一方、３番目の丸ですけれども、公共施設の更新等に係る経費を推計しますと、公共建築物と下水道な

どのインフラを合わせて、今後 50 年間で、そのまま更新したらということなのですが、年平均 73.7 億円

必要になると見込まれています。これは管理運営費を含んでいます。今までは、建物の建て替えというの

は少なかったのですが、これから建て替え時代に入るということで、このまま更新するとこのように費用

が出てくるということでございます。 

では、裏面をごらんください。 

２ページでございます。こういう現状に対してどう考えるかということで、まちの将来像を考えました。

左上でございます。これは本編の第Ⅲ章になるのですが、「まちの将来像」につきましては、「文教都市く

にたち」を目指していこうという大目標がございます。これは、基本構想でそのようになっていまして、

公共施設等総合管理計画もそれを踏まえています。 

一番右上に飛びまして、「③優先順位の考え方」です。基本構想の政策の中でも、まちづくりの目標、

「学び挑戦し続けるまち ともに歩み続けるまち 培い育み続けるまち」という。そして「文教都市くに

たち」を標榜していこうということでございますけれども、その三つの柱が一番上の「次世代の育成」。

それから右下が「国立ブランドの確立」。左下が「安心・安全の確保」。これらのものが政策の優先順位の

高いものであるということを考えております。 

そして今度は中段の一番左に、「公共施設等マネジメント基本方針」というものを、これらを踏まえて

考えました。基本方針の１から３まで、これからの基本方針としようということでございます。「市民ニ

ーズを捉えた魅力的な施設整備」をしていくということでございます。それには安心・安全とか、まちの

魅力を高めるということも含めての施設整備をしていくのだということ。それから基本方針２は、「規

模・配置の適正化」をしていこうというものです。施設の総量（延床面積）を削減していきましょう。新

規整備はやはり抑制せざるを得ない。それから、複合化と多機能化をしていきましょう。それから、イン

フラ施設についても適正規模・適正配置をしていきましょうということ。広域連携ですとか、低利用地・

未利用地の活用や処分をしていきましょうということが基本方針２です。 

基本方針３は、さらに効果的・効率的管理運営をしていきましょうということで、予防保全という考え

方で、ライフサイクルコストを縮減していきましょうとか、あるいは既存施設を有効活用しましょうとか、

公民連携を推進しましょうとか、あるいは受益者負担の適正化も図っていきましょう、検討していきまし

ょう。新たな財源の確保なども検討していきましょうということでございます。 

その右、中央ですが、「目標設定の考え方」でございます。それは図でもございます。図の左下に「規

模・配置の適正化」があって、その右に「効果的・効率的な管理運営」ということがございます。それに

よって総コストを抑えたり、財源を創出して、予算を確保して、一番上の「市民ニーズを捉えた魅力的な

施設整備」をしていこうという考え方でございます。 

「将来推計」に当たっては、その下ですが、「人口推移との連動」。人口減に伴う税収減も考慮していま
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す。これは個人市民税に着目しています。 

その右「目標設定」でございます。「公共建築物」につきましては、総コストを縮減していこうという

ことで、合わせて 10.31 億円コストを縮減しますと。これは更新費用とか、今現在の管理費用とかを含め

たものでございますけれども、今後、まず延床面積で言いますと、50 年間で約２割縮減していきましょう。

これは施設を更新するごとに着実に実施していきましょうというものです。管理運営費も公民連携などに

よりまして、３％程度縮減していきましょう。それから財源創出の工夫。広告なども含まれるかもしれま

せん。年間約 3,700万円捻出しましょうということで目標設定をしています。 

そして三つの縦棒があります。棒グラフにつきましては、建築物についてなのですけれども、そのイメ

ージで現状と真ん中の将来予想の間にコストの差額がございます。さらに人口減に伴う税収減もあるでし

ょうということで、そういったものに対して、人口減に伴う税収減も３パターンほど考えていますけれど

も、将来展望という先ほどの出生率 1.77 を目指すというところが一番その中では楽観的で、ａのところ

ですね、マイナス 1.54 億円年税収減が起こるということです。そういった推計の中で、予想・目標とい

うことで、先ほどの延床面積の削減などにより予想される財源の中でも、しっかり公共施設を更新してい

けるようにするという考え方でございます。 

また、その下にインフラ施設でございます。下水道・道路等でございますけれども、これは縮減する、

下水道を減らそうとか、道路を減らそうということはかなり難しい。ほとんど不可能に近いことですので、

各分野で個別施設計画をつくってライフサイクルコストを縮減していきましょう。長寿命化などを下水道

で言えばございます。そういったことをやっていこうということです。 

そして、財源創出の工夫というのは、例えば包括管理委託などの手法がございます。そういった手法で

財源を確保していきましょうということが目標でございます。 

一番左下でございます。「計画のマネジメント」というところ、第Ⅴ章でございますけれども、左下の

ところに「①全庁的な取組体制の構築及び情報管理・共有方策」でございます。今、庁内では３層構造で

公共施設マネジメント推進本部、市長、副市長、教育長、部長級の決定機関の推進本部がございまして、

その下にあるのが実際の検討組織。検討委員会とか、検討部会というものがございます。そういった組織

で検討をしております。また、それが各部署と連携をとっています。 

そして中央の「②公共施設等の実態把握」。データなどを毎年更新していくことを考えています。 

それから、「③計画の進行管理」につきましては、ＰＤＣＡサイクルにより計画の進行管理を図ってい

くこと。あるいはそのことをホームページ等で公表していくことなどが書かれています。 

一番右のところ。「④議会や市民との情報共有」が欠かせないということを書かせていただいています。

特に④の２番目の丸ポチなのですが、公共建築物の統廃合や複合化等を実施する際には、具体的な検討に

当たって、関係機関や地域で活動している市民など、数多くの関係者が参画する場を設けながら事業を推

進していきます。そうでないと進められないであろうと考えております。 

「⑤ＰＰＰ／ＰＦＩの推進活用」でございます。こちらは民間や市民の知恵、ノウハウ、資金などを活

用させていただきながら、サービスを向上させつつコストを削減する、そういったことを検討する必要が

あるということでございます。 

また、一番下の項目ですが、これまでにない新しい発想での施設サービスや施設運営を実現するため、

民間側から幅広く提案ができるような仕組みも考えていきますということです。 

主なところは、以上でございますけれども、最後に、審議会の委員、会長、副会長からお言葉をいただ

いています。これは大きな冊子、最終答申の「はじめに」というところでございますけれども、この「は
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じめに」の２ページ目の一番下のほう、３分の１くらいのところに、会長の山重先生が家のリフォームに

例えて話をされています。家のリフォームをする際ということが、下から 12～13 行目だと思います。「家

のリフォームをする際、私たちはどのような選択肢があるかをよく知ることが必要です。そして、選択に

際しては、専門家の力も借りながら、家族のこれからの『暮らし』について話し合い、予算のことも含め

て、折り合えるところを見つけることが大切です。国立市のリフォームは、これから 50 年の中で、その

時々の状況を踏まえながら、少しずつ進められていくことになるでしょう。息の長い取り組みになります

が、今回提出いたします『国立市公共施設等総合管理計画（案）』において、目指すべき方向性や目標を

明らかにすることで、これからの公共施設の在り方に関する基本方針やビジョンを市民のみなさんと共有

し、限られた財源の中で、魅力的なまちづくりを行うための知恵やアイディアを出し合えるような環境が

整えられていくことを願います。将来世代に良い公共施設を残していくためにも、現状維持にこだわった

り、問題を先送りしたりするのではなく、将来を見据えた議論や取り組みを早い段階から着実に行ってい

くことが大切です」と。 

最後に、副会長からの「おわりに」という文章があるかと思います。141 ページの次のページです。「お

わりに」の真ん中辺ですけれども、「市は、この数値目標を１つの目安として、なるべく少ない負担で魅

力的な施設を将来世代に残していくためには何が必要なのかを、早い段階からすべての市民に十分な情報

を提供し、市民と意見を交わしながら、相互理解のもと取組みを進める必要があります」というお言葉を

いただいています。これは副会長の喜連さんの言葉です。そういった言葉で締めくくりとさせていただき

ます。どうもありがとうございました。 

○【是松教育長】 報告・説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございましたらお願いします。 

 山口委員。 

○【山口委員】 今までもお聞きした部分もあるかと思うのですけれども、全体として答申書が出てきた

部分でご苦労さまでございます。ただ、非常に厳しい状況なのだなというのは、改めてＡ３の概要版で見

させていただいて思いました。その中で我々は教育委員でありまして、教育を中心としたところ、特に子

どもたちの教育・育ちと市のありようというのは、この将来構想にも大きくかかわってくると思います。

国立で生活したい、学びたいという意識を市民の皆さんや、外から国立に移ってきて、ここで子どもたち

を育てていきたいということが、この将来人口推計とつながってくると思う部分もあるので、魅力的なま

ちになるよう合わせて考えていかなければいけないのかなと感想として持ちました。 

建物的に言えば、学校の部分というのは非常に大きいのだろうと思うのですけれども、学校というのは

重要な部分であるので、それが今のままでいいとは思わないですが、いい形で地域と連動するようなもの

がつくれたらいいなと思っているところでございます。ご苦労さまでございます。ありがとうございます。 

○【是松教育長】 城所委員。 

○【城所委員】 私も感想になります。大変な作業、ありがとうございます。山口委員がおっしゃられた

ように、市の施設の半分以上を学校が占めるという現状で、学校のことをいろいろ考えていかなくてはい

けないところに入ってきているなと思います。教育の流れも、次期学習指導要領の話があちこちで持ち切

りです。この間も文科省の研修の中で、第３次教育改革。改革という言葉を使われて、第１回目が明治維

新で、第２回目が戦後で。第３回。それほど大きな改革だそうです。現場の方は、意識されていないとお

っしゃっていたのですが、それほどまでに教育のあり方もこれから変えていこうという意気込みをお伺い

してきたので、形も中身もいろいろと変わっていく時代に皆さんとご一緒しているのだなと思いました。 

 きょう、あすで何とかなるようなものではないのですが、皆さんで知恵を出さないとやれないことだと
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正直なところの感想です。またいろいろお世話になります。よろしくお願いいたします。 

○【是松教育長】 髙橋委員。 

○【髙橋委員】 今説明をされました、本当に膨大な総合管理計画だと思います。わかりやすかったのは、

国立市のこれから先のことを考えたときに、高齢期の家のリフォームに例えるという、ここが非常にわか

りやすいのかなと。確かに高齢期になれば、子どもたちは巣立っていく。これは人口減少という一つの問

題。必要性の低い部屋や物を減らす。こういった考え方を持って多目的室をつくる。要するに、いかにこ

れから将来豊かな生活をしていくかという。こういうプラス思考の考え方で、この計画をつくるというの

は、私たち素人にもわかりやすいし、大変いいなと思いました。ありがとうございます。 

○【是松教育長】 嵐山委員、お願いします。 

○【嵐山委員】 これからの問題は、高齢者が多いということです。国立は日本で初めて文教都市で動き

出して、割と若い 30 代、40 代の人が来て、前からいる国立谷保村の人たちと振興住民と一緒にしてきた

のですが、ほとんどが老朽化しまして、今、老人ばかりなのです。私より年上の老人ばかりで、老人のま

ちになりました。まちを歩いていると廃屋が多くなりました。昔、友達だった家で、いわゆる中産階級の

ところがいなくなって、そのまま放っておかれる廃屋の問題もあると思います。 

教育環境にしても、国立で学生が一番多いのは各種学校です。国立の通りを歩いていても、一橋の学生

とか、国校とか、桐朋とか、国立の小学生もいるけれど、全部合わせると各種の生徒だと思います。うち

の周りも、昔はみんな一軒家でした。もうみんな分譲されて１軒が３軒に割って売られたり、一種のスラ

ム化しています。アパートが多くなって、そういう人たちは税金の問題とか、どうなっているのかなと思

うのだけれど、将来性ということになると。 

山口瞳先生が死んで、ことしで 21 年になります。山口先生が麻布から越して来て、それで国立にいた

昔からの人と、山口先生を中心として出版社の文春とか新潮、各社いました。画家がいたり、いろいろな

人がいて、40 代、50 代を中心として文化的な匂いがあって、こうした人たちもみんな長老化して、山口

瞳さんも死んだ。今度、息子の正介さんが編集している山口瞳全集、全 22 巻が小学館から出始めました。 

これは、日本全体の問題だけれども、国立の場合は特に学校の問題があって、文教地域というのがさら

にあって、文教地域があったから映画館もつくってはいけないとかうるさかったのです。だから、パチン

コ屋もなくてよかったのです。飲食店など問題ある店は立川に行っていただくとか、基地がありましたか

ら。駅前の喫茶店一つでも規制があって、独特のまちをつくってきた伝統があるのです。それがとてもい

いぐあいに機能していたのが、30 年くらい前で、全盛期だと思います。山口瞳先生が死んで、その前に滝

田ゆうが死んで、それから駒田信二という中国文学者が死んで、黒井千次さんもいたけれどいなくなって、

作家もいっぱいいたのです。中上健次も八王子の前に国立にいたし、文化的に若い連中が集まったりして

いて、それから公民館でも、土方巽、皆さん知らないでしょうけれど、日本前衛の暗黒舞踏で、そういう

前衛の会をやったりして、非常に文化活動も活発だった。そういうまちだっただけに、みんな老朽化して、

まちを構成する人がアパートの住民が多くなって、変わってきた。いろいろな難しい問題を抱えていると

思います。山重先生が一生懸命、家のリフォームに例えて分析してくださいましたけれど、みんなで頑張

っていいまちをまたつくっていくしかないと思います。これができるころには、ここにいる人は 50 代が

多いから、みんないませんから。そういう種をまいて、我々は努力していかなければいけないと思います。 

○【是松教育長】 ありがとうございます。よろしいですか。 

 それでは報告事項１、国立市公共施設等総合管理計画最終答申についてを終わります。薄井特命担当部

長、ありがとうございました。 
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―――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――― 

 ○議題（６） 報告事項２） 平成 29 年度教育委員会各課の事業計画について（教育総務課、建築営

繕課、教育指導支援課、生涯学習課、給食センター、公民館、図書館） 

○【是松教育長】 次に報告事項２、平成 29 年度教育委員会各課の事業計画についてに移ります。教育

総務課、建築営繕課、教育指導支援課、生涯学習課、給食センター、公民館、図書館の順でお願いいたし

ます。 

初めに教育総務課事業について。 

川島教育総務課長。 

○【川島教育総務課長】 それでは、教育総務課の平成 29 年度事業計画についてご報告を申し上げます。 

 大きな１の主要事業、（１）教育委員会の活動の自己点検・評価の実施でございます。地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第 26 条の規定に基づき報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表いた

します。例年同様、９月議会に報告する予定となっております。 

 （２）学校事務指導・支援業務につきましては、日常、定例的に予算執行事務等の支援、指導に当たる

ほか、資料記載の説明会等を実施いたします。 

 （３）くにたちの教育発行事業につきましては、例年どおり、年４回の発行を予定しており、国立市の

教育行政、学校教育全般の動向について広報してまいります。こちらについては、平成 29 年度より変更

点がございますので、後ほど課題等の中でご説明をいたします。 

（４）就学援助手続き、（５）就学時健診等につきましても、児童・生徒が就学する上での大切な事業

でございますので、これまでどおり適切に対応、実施してまいります。 

（６）通学路の安全対策については、児童の通学時の安全確保のため、平成 28 年度に設置した安心安

全カメラを適正に運用していくとともに、学校、保護者、道路管理者としての市長部局の交通課及び道路

下水道課、そして立川警察と連携、協力し、合同点検等の対策を行ってまいります。また、平成 28 年度

に開催いたしました通学路見守りに関する情報交換会について、平成 29 年度も継続して開催し、地域の

見守り活動の活性化を図ってまいります。 

２の課題等につきましては、１点目は教育委員会の活動の自己点検・評価についてです。こちらは、今

年度、点検評価を作成した際に教育委員会でもご意見をいただいた内容ですが、現在の評価方法で５年ほ

ど評価をしてきたこともあり、他市の事例等も参考の上、よりわかりやすい評価となるよう評価方法の見

直しを図ってまいります。 

（２）の学校施設の更新については、記載のとおり関係部薯と連携の上、平成 29 年度より始まる国立

市公共施設等再編計画策定作業の中で検討を進めてまいります。 

最後に（３）くにたちの教育発行事業については、紙面のカラー化、市報と同じサイズのタブロイド版

への変更を予定していることから、紙面のレイアウト等工夫を図り、教育委員会としての情報発信力を向

上してまいりたいと考えております。 

以上となります。 

○【是松教育長】 説明を終わりました。ご質問、ご意見等いかがでしょうか。 

 山口委員。 

○【山口委員】 大体今までを踏襲して進行している部分は、それでということでの計画と承りました。

就学援助手続きに関しては、少し対象の方たちの数字がふえているのかなとは思っているのですけど、状

況はどうなのでしょうか。 
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○【是松教育長】 川島教育総務課長。 

○【川島教育総務課長】 就学援助の認定率ですが、推移を５年、６年前から見ていきますと、減少傾向

にございます。要因として特にこれということはないのですが、傾向としてそのような小学校、中学校と

も減少傾向ということがございます。 

○【山口委員】 ありがとうございます。 

○【是松教育長】 よろしいですか。続いて建築営繕課事業について。 

川島教育総務課長。 

○【川島教育総務課長】 それでは続きまして、建築営繕課の平成 29 年度学校施設関係の事業計画につ

いて、主要事業のご報告を申し上げます。予定している主な事業は資料に記載のとおりですので、そのう

ち主な工事についてご説明をいたします。 

 まず、（１）について。第七小学校及び第三中学校で、学校校舎の天井材等の耐震化対策を実施してま

いります。平成 29年度は、２カ年工事のうちの２年目、第２期工事を行ってまいります。 

（２）の小中学校女子トイレ洋式便器設置工事でございます。ＰＴＡ等から要望が多いトイレ便器の洋

式化については、少しでも洋式化率を上げていけるよう、年次で一定の予算が措置をされている状況です

ので、引き続き取り組んでまいりたいと考えております。現在の見込みとして、平成 30 年度には市の基

本計画上の目標値であります洋式化率 50％を達成する予定となっております。 

（３）については、各校、順次進めております、学校のプ－ルろ過装置改修工事を水泳の授業開始に間

に合うよう、平成 28年度、29年度債務負担行為という形で、工期を平成 28年度中より設定しております。 

（４）の第六小学校のプールろ過配管改修工事については、平成 28 年度に入札不調により、実施でき

なかった工事を平成 29年度において水泳の授業終了後、実施をしてまいります。 

（５）については、エアコンの導入により不要となっております各小中学校のＦＦストーブの撤去につ

いて、平成 28年度に引き続き実施をしてまいります。 

飛びまして、（７）の小学校特別支援教室改修工事でございます。資料の表記が特別支援学級となって

おりますが、特別支援教室の誤りでございます。申しわけございませんが、訂正をお願いいたします。 

こちらについては、平成 30 年度より全小学校で特別支援教室を開始するため、今年度に工事が完了し、

平成 29年度より開室する三小、七小以外の学校について整備を行ってまいります。 

２の課題等でございますが、平成 29 年度の工事につきましても、学校、地域の皆様の理解を得ながら、

建築営繕課において進めますが、教育総務課としましても調整を図ってまいりたいと考えております。 

また、個別の工事では、２校分の校舎非構造部材の耐震対策工事を予定どおり完了させ、トイレの洋式

化率も計画的に向上させてまいりたいと考えております。 

また、直近５年については、既に策定済みの公共施設保全計画を踏まえた上で、個別事業を実施してま

いります。その一環として、第六小学校の屋上防水工事や照明器具のＬＥＤ化、天井改修などの非構造部

材耐震化対策工事が実施計画上採択されている状況でございます。最後の公共施設再編計画につきまして

は、先ほど教育総務課の事業計画の際にご説明をさせていただいたとおりとなっております。 

以上となります。 

○【是松教育長】 説明が終わりました。いかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

 それでは、続いて教育指導支援課事業について。 

 金子教育指導支援課長。 

○【金子教育指導支援課長】 では、教育指導支援課の平成 29 年度事業計画について、ご説明申し上げ
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ます。大きなつくりといたしまして、例年どおり五つの柱ということでまとめてまいりました。内容です

が、先ほど来お話があります、次期学習指導要領の改訂を踏まえた内容の変更を意識して行っております。 

 大きな１番について、「命の教育」推進事業です。こちらは、昨年度はいじめの防止等を入れていたの

ですが、今回さまざまな学校の状況や実際にいじめの認知件数等を考えたときに、原点はここであろうと

いうことで、人権の尊重を大事にしようと。一人一人が大事にされている学校づくりを進めようというこ

とをもう一度原点に返って、教育活動の全てに反映すると思いますが、最重点で進めていきたいと考えて

おります。２番目の道徳については、教科化に伴いまして、質の転換が必要であろうということで、具体

的な道徳拠点校等を中心に一緒にしながら、計画を立てていきたいと考えております。 

 大きな二つ目の柱が、学力・体力向上事業です。こちらも今回の学習指導要領改訂のキーワードになっ

ております、「主体的・対話的で深い学び」ということで、授業改善といいますか、具体的に一朝一夕で

はいかないのは重々わかるのですが、これに近づくためにどのような手だてを進めていくか、準備をする

かということを支援してまいります。また、大きな二つ目としましては小学校英語。特に中学校もかかわ

りがあるのですが、平成 29 年度としましては、小学校の英語をまずしっかりとカリキュラム等を作成し、

英語教育推進リーダー等活用して、教員の研修の充実を図ってまいります。 

 続いて大きな３点目の柱、特別支援教育推進事業ですが、昨日の教育フォーラム等で市川指導担当課長

からご説明がありました交流及び共同学習、就学支援、また専門性研修体制の確立ということで、昨年度

同様に積み重ねていく必要があるということで、大きな変更はいたしておりません。 

 四つ目の柱になります。学校組織力向上・人材育成事業です。こちらは合同授業研究会を本市の柱とし

て、小中学校は合同授業研究会で進めているものがありますが、こちらもこの学習指導要領の改訂に合わ

せて、もう一度再構築を考えております。これは、問題解決的な学習ということをテーマに掲げながら進

めてきたわけなのですが、そのテーマという部分ももちろんそうなのですが、どのような体制づくりをし

て合同授業研究を進めていくかというところも視点を当てながら、教育リーダー研修会等も合わせて考え、

また管理職等不足ということが出ておりますので、そういった人材育成のことも考えていきます。 

 ２点目については、校務改善ということは従来からずっと声をかけてきたのですが、教職員の多忙化に

も目を向けて対応を考えていかなくてはいけないということで、大きく働き方の改革を推進していきたい

と考えております。 

 ３点目につきましては、不登校児童生徒を支える関係機関との連携ということで、新たに不登校児童・

生徒等の教育機会の確保等を図る法律ができましたことで、より一層関係機関との連携を図っていかなけ

ればならないことがございますので、従来からのスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等

との連携も踏まえて、新たな視点を探っていきたいと考えております。 

 大きな５番目の柱ですが、こちらも新しい学習指導要領に準じてということで、「チーム学校」の土台

づくりが大事かなと思います。一足飛びに地域と連携ということはできませんので、そのために、先ほど

川島課長からもお話があったのですが、見守り活動など、今年度、地域と連携をということができました。

そういう小さな積み重ねをしていくことが大事なのかと考えております。 

 ２点目については、「スクールバディ・サポート（新規）」ということで書かせていただいたのですが、

従前からご案内のように、いじめ防止プログラムが３年間で一定の成果をある程度得ました。また、その

知見も我々が学ぶことができましたので、新たな形としてこのスクールバディ・サポートを通して、地域

と連携したいじめの防止を探っていきたいと考えております。 

続いて教育課題等さまざまございますが、今回の社会に開かれた教育課程ということを意図しながら、
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どのような連携を進めるかということも大きな重点課題と考えております。 

課題としましては、重ねてになりますが、合同研等の話し合いも踏まえながら、国立市の教育がどんな

方向へ向かっていったらよいかというビジョンについても、あわせて協議ができればと考えております。

また、多様な教育課題がございますので、学校に対して優先順位や急に全部はできませんので、何からス

タートするのか、カリキュラムのマネジメントについては順次指導をしていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○【是松教育長】 説明終わりました。ご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 山口委員。 

○【山口委員】 感想と質問ですけれども、全体的に今までやられてきて実績が上がって、次の段階へと

いうことの意欲が見られて非常にいいなと思います。去年はあって、ことし抜けているメンタルヘルス対

策は、含まれていると考えてよろしいのでしょうか。 

○【是松教育長】 金子教育指導支援課長。 

○【金子教育指導支援課長】 こちらはおかげさまで、直接メンタルでお休みするというのは、平成 28

年度はございませんでした。あわせて働き方改革のところで、そこは当然繰り返しになりますので、ケア

については怠らないようにしていきたいと考えております。 

○【山口委員】 ありがとうございました。 

○【是松教育長】 よろしゅうございますか。 

 それでは次に生涯学習課事業について。 

津田生涯学習課長。 

○【津田生涯学習課長】 それでは、生涯学習課の平成 29年度事業計画をご説明いたします。 

 まず、主要事業についてです。（１）社会教育推進への取り組みの①です。第 21 期社会教育委員の会の

任期は平成 29 年４月 30 日までで、諮問「生涯学習振興・推進計画に関わる基本施策の体系や重点施策等、

そのあり方について」に関する答申文案の作成中です。答申を提出いただいた後、第 22 期社会教育委員

の会を発足するとともに、（仮称）生涯学習計画の策定に向けた取り組みに着手してまいります。 

 ③（仮称）文化芸術振興条例制定に向けた取り組みにつきましては、先ほど議案第７号で提案しました

とおり、平成 29 年市議会第１回定例会に条例案を提案し、可決いただいた後、附属機関を設置し、条例

の内容を検討してまいりたいと考えております。 

 ⑦「くにたちアートビエンナーレ 2017」事業への支援についてです。本事業は、くにたち文化・スポー

ツ振興財団が文化・芸術のまちづくりを推進するため実施するもので、今回で２回目となります。市民が

身近に芸術に親しめるような彫刻展や関連イベントを実施できるよう、現在検討を重ねております。 

 ⑧芸術小ホール外壁改修工事への対応、（４）社会体育推進への取り組み、⑤総合体育館外壁改修工事

への対応につきましては、平成 28年度に実施した外壁調査結果に基づく工事を実施してまいります。 

（２）文化財保存への取り組みについてです。①文化財保護審議会については、平成 29 年度も国立市

の文化財指定登録に向けた審議をするとともに、文化財として再築していく旧国立駅舎再築事業にも適切

に対応してまいります。 

②本田家文化財につきましては、平成 28 年度にご当主より寄贈の申出をいただき、現在土地の境界を

確定するための測量委託を実施しております。平成 29 年度は、建物の状況調査を含めた保存活用計画の

策定に着手してまいります。また、蔵の調査も継続実施してまいります。 

③緑川東遺跡出土の石棒の活用につきましては、石棒のレプリカを作成し、実際に触ってもらうなど体
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験できるイベントを企画し、子どもたちやより多くの方々の興味を喚起できるようなＰＲ事業を展開して

まいります。 

（３）青少年育成への取り組みです。例年同様、新たに成人式準備会メンバーを募集し、平成 30 年１

月８日の成人式の実施に向けて準備をしてまいります。 

（４）社会体育推進への取り組みについてです。スポーツ推進委員定例会を定期的に開催し、社会体育

事業の企画内容を議論し、事業実施してまいります。また、しょうがい者スポーツへの新たな取り組みと

して、ボッチャの事業、車椅子バスケットボール大会などの観戦事業も展開したいと考えております。 

２、課題等です。平成 29 年度も新規事業、他部課と連携しながら実施していく事業もあるため、事前

の準備を十分に行い、滞りなく事業展開できるよう努めてまいります。 

 平成 29 年度もさまざまな事業を通じて、市民の生涯学習が推進できる環境づくりを進めてまいりたい

と考えております。 

 以上、事業計画となります。 

○【是松教育長】 説明終わりました。ご質問、ご意見等いかがでしょうか。よろしいようですか。 

 では、続いて給食センター事業について。 

本多給食センター所長。 

○【本多給食センター所長】 給食センターの平成 29年度事業計画について説明させていただきます。 

まず、こちらに「平成 29 年度給食センター主要施策」と書いてありますが、「主要事業」と置きかえて

いただければと思います。 

平成 29 年度の給食センターの主要事業としては、１番の食の安全安心の確保については、これまでど

おり食材の調達は食品衛生法等の諸規制に適合し、基本的に国内産さらに食品添加物、遺伝子組換、農薬

の使用を極力押さえたものを使用し、地場野菜の取り入れも推進していきます。放射能への対応は、引き

続き毎日の提供給食の給食センターでの測定と検査機関での測定を行います。また、調理における丁寧な

洗浄を励行し、適切な栄養摂取を初め、給食ならではの献立に配慮いたします。また、食物アレルギーや

食中毒による事故を生じさせないよう、保護者に対してはアレルギー物質の資料提供を行います。また、

衛生管理の徹底も行ってまいります。 

２番の食育の推進では、食に関する理解の促進のために献立メモの継続実施。また、平成 29 年度にお

いても可能な限り出前授業等の実施をしていきます。 

３番の円滑な運営管理の実施では、引き続き給食費の徴収を徹底してまいります。給食費会計について

も収支状況を見ながら、適正な収支運営に努めてまいります。また、各種委員会の円滑な運営に努め、衛

生委員会活動を中心に安全管理の徹底に努めます。さらに施設設備の維持、改善では、主なものとしまし

ては、第一給食センター動力制御盤取替修繕、牛乳保冷庫の交換などを行います。 

平成 29 年度の課題としては、３点上げております。１点目の新給食センター施設整備事業の推進では、

平成 28 年 11 月に策定した国立市立学校給食センター整備基本計画に基づき、新給食センターの用地取得

に向けて事業を進めてまいります。 

２点目が、未納給食費の徴収で、過年度にわたる未納給食費の徴収の徹底に引き続き務めていきます。 

３点目の栄養士業務体制の強化ですが、学校給食センター配置の栄養士は、現在正規職員が３名、嘱託

員が１名となっておりますが、アレルギー対応等業務量がふえている中で業務体制を強化するため、栄養

士、臨時職員１名を平成 29年度より１名配置してまいります。 

説明につきましては、以上でございます。 
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○【是松教育長】 説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございましたら。よろしいですか。 

 それでは、続いて公民館事業について。 

石田公民館長。 

○【石田公民館長】 それでは、公民館の平成 29年度の事業計画についてご説明いたします。 

 １．公民館運営審議会運営事業です。公民館の民主的な運営を図るため、公民館運営審議会によって毎

月定例会が開催されております。現在、第 31 期の公民館運営審議会が昨年 11 月から２年任期で発足して

おりますので、公民館事業の調査や審議を積極的に取り組んでいただきます。 

 ２．主催学習事・会場提供事業です。公民館の主たる事業である主催学習事業について、次の１から４

までの案件を実施します。 

 （１）昨年度に引き続き、自立に課題を抱える若者支援においては、地域における若者支援に取り組ん

でいる方々とのつながりをつくる取り組みを行ってまいります。また、しょうがい者青年教室や喫茶わい

がやなどにかかわる若者スタッフとともに学習支援を実施拡充します。 

 （２）他部署や他機関などと連携した事業を実施します。若者支援事業では、ＮＨＫ学園高等学校、教

育指導支援課や適応指導教室、スクールソーシャルワーカーなどと連携しております。主催講座では一橋

大学の大学院生との連携。また、日本語講座では市民グループの外国人のための防災連絡会などと連携し

ておりまして、その他、市長部局の各課とも連携した事業を展開してございます。公民館職員だけでない、

専門的な見地からの助言もいただき、横断的なつながりのある公民館事業を実施いたします。 

（３）市民が求める現代的な課題や生活の課題、地域の問題など市民要望に沿った事業を積極的に実施

してまいります。 

（４）学習や交流において、地域における自主的な活動に還元させるため、自主グループの支援や仲間

づくりを促してまいります。 

大きな３番、広報発行事業です。毎月発行している「くにたち公民館だより」が、たくさんの市民に読

まれ親しまれるように、また、講座要旨などが学習の素材となるよう、紙面構成や内容を工夫いたします。

公民館だより編集研究委員会とともに、市民意見を反映することに努め、ホームページや広報掲示板を活

用して周知を図ってまいります。 

４番、公民館図書室運営事業です。限られた開架スペースを最大限に活用し、主催講座に関連する書籍

を配架いたします。また、市民活動の資料となる地域資料につきましては、図書館や郷土文化館と連携し

た整備を図ってまいります。 

５番、公民館施設維持管理事業です。市民に広く利用される社会教育施設としての役割を果たすため、

建物や附帯設備にふぐあいが生じることのないよう、維持管理に努めてまいります。 

最後に、主な課題等です。 

（１）昨年の８月から、１階市民交流ロビーの段差解消機が故障してございます。市民の利用に支障の

生じないよう、周知と取替工事に努めてまいります。 

（２）市制 50 周年記念事業の一環である、一橋大学学長と京都大学総長の対談講演会が円滑に運営で

きるよう努めてまいります。 

以上でございます。 

○【是松教育長】 説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 山口委員。 

○【山口委員】 確認ですが、市制 50周年記念事業の対談講演会の日にちは、10月 21日でしたか。 
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○【是松教育長】 石田公民館長。 

○【石田公民館長】 今後、広報などで発表されますが、現時点の決定をお知らせします。10 月 22 日の

日曜日の午後を予定してございます。場所は芸術小ホールです。 

○【山口委員】 ありがとうございます。 

○【是松教育長】 ほかによろしいでしょうか。 

 それでは続いて最後になります。図書館事業について。 

 尾崎図書館長。 

○【尾崎図書館長】 それでは、図書館の平成 29年度事業計画につきまして、報告いたします。 

 １．図書館協議会運営事業では、図書館の民主的な運営及び市民による図書館づくりを図るため、図書

館協議会が設置されており、協議を行います。第 21 期図書館協議会は平成 28 年 11 月に発足し、２年間

の活動を経て、平成 30 年 10 月に図書館のあり方についての提言を行います。平成 29 年度は、10 回協議

会を開催する予定です。 

 ２．資料貸出閲覧事業では、利用登録、貸出、返却、予約、相談受付等の業務のほか、市民の幅広い読

書要求に応えるための選書、蔵書構成に努めるとともに、図書館システムによる図書館、公民館、郷土文

化館、３館の地域資料の提供を引き続き行います。また、保存書庫のあり方を見直し、中央・北・南の各

書庫は資料別に機能を持たせ、管理を一元化することにより、効率的に蔵書管理を行います。 

 ３．児童サービス事業では、「第二次国立市子ども読書活動推進計画」に基づき、引き続き子どもの読

書活動を支援するため、学校お話し会や本の読み聞かせ活動、ブックスタート事業、ブックマラソン等を

継続し、実施します。幼児を対象にお勧め本を紹介する「ブックリスト」を改訂し、現代のニーズに合わ

せたよい本との出会いの情報を提供します。市制 50 周年記念事業として、子どもの読書活動の推進を図

るための講演会を開催します。また、平成 31 年度からの「第三次国立市子ども読書活動推進計画」策定

のための準備として、「第三次国立市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要綱」を制定します。 

 ４．ヤングアダルト事業では、中・高校生を中心とするティーンズ世代に本の魅力を伝えるため、中央

館、分館に設置しているＹＡコーナーを充実します。また、10 代のＹＡスタッフを募集し、ワークショッ

プ等の企画、ＹＡペーパーの発行などを行います。 

 ５．しょうがいしゃ等サービス事業では、対面朗読などの支援や音訳資料のデジタル図書化を引き続き

行うほか、新たに視覚障害者情報総合ネットワーク（サピエ）に加入し、点字、音訳データ等の提供を一

層広げることにより、利用者の利便性向上を図ります。また、しょうがいや高齢、病気などで来館が困難

な方へ本を届ける宅配サービスや高齢者等の施設を訪問し、朗読等を行うサービスを継続して実施します。 

 資料をおめくりください。２ページ目になります。 

６．ボランティアの募集及び育成では、市民の参加及び協力を得て、各種のボランティア活動を引き続

き実施します。また、ボランティアの追加募集、育成研修等を行い、活動の活性化と図書館サービスの向

上を図ります。 

７．行事等の企画及び広報事業では、講演会のほか、各分室でのお楽しみ会、工作教室などを企画・実

施するとともに、市報やホームページにも記事掲載及び館報「いんふぉめーしょん」の発行を行います。 

 ８．学校及び他機関との連携では、学校リサイクル図書を実施するなど市内小中学校図書館との連携を

深め、読書活動への支援に努めます。また、市民の広域的な図書館利用を促進するため、近隣の国分寺市、

府中市、立川市との図書館相互利用を継続するとともに、市内の他機関等との連携を継続していきます。 

９．駅前図書館機能についてでは、国立駅高架下施設での図書貸出及び返却サービスについて、生活コ
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ミュニティ課及び国分寺市と協議しながら、具体的な運営方法を検討し、準備を進めてまいります。 

10.図書館雑誌における広告掲載事業では、雑誌に企業等の広告を掲載し、図書館へ提供いただくこと

により社会に貢献し、地域の活性化を図る事業を引き続き実施いたします。 

11.施設維持管理では、中央館を初めとし、各施設は老朽化により修繕が必要な箇所が年々増加してい

ます。本年度主なものでは、中央図書館地下の外構雨漏り修繕及び地下録音室空調設備改修を行います。

利用者の安全を確保し、快適な読書及び学習の空間をつくることに努め、施設の管理運営を行います。 

以上が、平成 29 年度の図書館事業計画ですが、課題としまして、施設の老朽化に対応した施設維持管

理、児童及びしょうがい者サービスのさらなる向上と各事業の広報活動に努めていくことと考えています。 

報告は以上です。 

○【是松教育長】 説明が終わりました。ご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 城所委員。 

○【城所委員】 図書館と公民館なのですが、先ほど説明いただいた国立公共施設等総合管理計画の市民

アンケート結果の表の中で、満足度を聞いた項目があるのですが、その中で満足度の低いところに公民館

と図書館が入っていて、それぞれが 60％を超えていると。施設が古いだけの問題なのか、それとも別なこ

とも含まれているのか、細かいところまでは質問項目が書かれていないのでわからないのですが、両館と

もそれぞれ施設設備の修繕等をしていただいたり、中身の動き方も変えていただいたりはしているのです

が、これから新しいものに向けて何かすぐに建物が変わってとかという計画ではないのですが、数字が高

いなと。それぞれ館長はどのように受けとめているのかなと。短くていいです。 

○【是松教育長】 満足度の高い図書館長のほうから。 

尾崎図書館長。 

○【尾崎図書館長】 日ごろ図書館利用のお客様からは、さまざまなご意見をいただいているところです。

それは施設面、ハード面もございますし、また、図書館のサービス事業についてもございます。そういっ

たご意見をいただきながら、改善できるところは職員とともに改善していく方向で考えております。 

 施設の面では確かに 42 年たっていますので、希望としては、そういったところも今後、順次予算要求

していきながら、少しでも環境を整えてまいりたいと考えております。 

○【城所委員】 ありがとうございます。 

○【是松教育長】 それでは、公民館のほうをお願いします。 

 石田公民館長。 

○【石田公民館長】 このアンケートの内容から具体的な不満はわかりませんが、年数も経ており、躯体

的な段差もあるのではと考えます。できるだけ環境を整え、多くの方に満足いただくような公民館運営を

展開してまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○【是松教育長】 よろしいでしょうか。ほかにいかがでしょうか。 

 山口委員。 

○【山口委員】 正確な情報ではないのですけれども、西国分寺の駅のところに都立図書館がオープンし

ているみたいですが、その情報や連携みたいなことがあれば、お聞かせ願いたいと思います。 

○【是松教育長】 尾崎図書館長。 

○【尾崎図書館長】 平成 29 年１月 29 日にオープンしました新都立多摩図書館につきまして、簡単にご

説明させていただきます。こちらは、今まで立川市にございました都立多摩図書館が移転したということ
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で、285 万冊の収蔵が可能です。その他にマガジンバンクとして、要するに雑誌系ですとか、あとは児童

書を中心に東京都の広尾にあります中央図書館と補完し合いながら、東京都の図書館機能を集結させた施

設になっておりまして、大変広く、また、内装もきれいであります。施設的にもしょうがい者に優しい設

備になっており、書架も向こう 18 年間くらいを見据えて、広いゆとりを持った書架になっております。

いろいろな企画などもオープンということで、実施されているようですので、一般の方も参加できると聞

いております。よろしければ、足を運んでいただければと思います。 

○【是松教育長】 よろしいですか。ほかにいかがでしょうか。 

 私のほうから１点だけ。１ページの３．児童サービス事業の中の「第三次国立市子ども読書活動推進計

画」ですが、第三次のスタート年度が平成 31 年度からということだと思いますが、ここに書いてあるの

は要綱制定だけになっています。策定委員会の実際の活動はいつから始まって、いつくらいに終わる予定

なのでしょうか。恐らく平成 30 年度中には推進計画をつくり上げるということになると思うのですが、

そのタイムスケジュールをお願いします。 

 尾崎図書館長。 

○【尾崎図書館長】 それでは、補足説明をさせていただきます。来年度、設置要綱を制定した後、そう

いった委員会も実施する予定になっております。平成 30 年度にまたがる形になるかと思いますけれども、

その委員会で話し合ってきましたことを、計画として整理しまして、平成 31 年度から実施できるように

計画しております。 

○【是松教育長】 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

 それではないようでしたら、次に移ります。 

―――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――― 

 ○議題（７） 報告事項３） 国立市教育委員会教育振興施策の体系の見直しについて 

○【是松教育長】 報告事項３、国立市教育委員会教育振興施策の体系の見直しについてに移ります。 

 川島教育総務課長。 

○【川島教育総務課長】 報告事項３、国立市教育委員会教育振興施策の体系の見直しについて、ご報告

いたします。 

 教育振興施策の体系につきましては、教育委員会全体の施策を体系的に整理し、一覧できる表として作

成したものとなっております。今回は、平成 29 年度に向けて新たな事業等を追加し、改正をしてまいり

たいと考えておりますので、その改正内容の案をご報告させていただくものです。なお、教育委員よりこ

れまでいただいたご意見等につきましても反映させていただいております。 

 具体的な内容において、修正した箇所につきましてはお配りしております資料、右上に平成 29 年２月

作成【平成 29 年度版】と書かれた表に、２重のアンダーラインでお示しをしております。修正箇所で主

なものをご説明いたします。 

 まず、タイトルにつきまして、これまで「教育施策の体系」となっていたものを「教育振興施策の体

系」と改めます。これは国立市教育委員会では、教育基本法第 17 条２項において定めることが努力義務

とされております教育振興基本計画を持っておりませんが、この施策の体系がそれにかわり、国立市の教

育振興施策を体系づけ、整理しているものとなっていることからタイトルを改めております。 

 また、表の一番上、「国立市教育委員会教育目標」及び「基本方針」について、昨年の４月に改正をし

ておりますので、新たな内容にしております。 

 その下の表の左から２番目、「施策の柱」、「自他の生命を大切にし、人権尊重の精神を重視した『命の



 

25 

 

教育』」の「主要施策」の上から２番目、「２ 道徳性を養う教育の推進」に改めております。以前は「社

会性をはぐくむ教育の推進」だったものを改めました。また、すぐ右の「主要事業・主な取組」の欄にお

いて、「『特別な教科、道徳』への取組」だったものを「『考え、議論する道徳』への取組」に改めました。 

「施策の柱」の上から２番目、「主体的・対話的で深い学びの実現を目指し、確かな学力をはぐくむ教

育」に改めております。旧体系では、「学ぶ意欲を高め、確かな学力をはぐくむ教育」となっておりまし

た。その右の欄、「主要施策」、「１ 授業改善の推進」の「主要事業・主な取組」に「学力テストの分析

を通じた校内研究への支援」、「指導教諭の模範授業」、「ＯＪＴに位置付けた教員派遣研修」、「『アクティ

ブ・ラーニング』の視点から授業改善の取組を活性化」を新たに追加いたしました。その二つ下、「主要

施策」の３に、これまでの「理数教育の推進」にかわり、「外国語（英語）教育の推進」を追加いたしま

した。それに伴い、右の「主要事業・主な取組」についても記載を全て改めております。その下、「主要

施策」、「４ 学習習慣の定着を図る取組」の「主要事業・主な取組」に「東京ベーシック・ドリルの活

用」を追加しております。 

次に左から２番目の「施策の柱」の上から三つ目。「学びを人生や社会に生かそうとする豊かな心をは

ぐくむ教育」に改めております。従前は「豊かな心をはぐくむ教育」だったものを、新学習指導要領の内

容なども踏まえた上で、記載の変更をしております。 

その下「施策の柱」、「健康な身体をはぐくみ、体力を高める教育」の「主要施策」１について。これま

での「体力向上に向けた取組の推進」だったものを「オリンピック・パラリンピック教育の推進」に改め

ます。また、その右の「主要事業・主な取組」の最後に「日本の伝統・文化理解教育」を追加いたします。 

 裏面に参りまして、左から二つ目の欄、「施策の柱」の上から三つ目。「学校の教育目標を実現できる組

織力の向上と特色ある学校づくり」の「主要施策」、「１ 特色ある教育活動の推進」の「主要事業・主な

取組」に「『カリキュラム・マネジメント』の促進」を追加しております。 

左から二つ目の欄、「施策の柱」の上から四つ目の「豊かな学びを支える学校施設・設備の整備」の

「主要施策」、「２ 学校施設・給食センターの整備・充実」の「主要事業・主な取組」について、平成 28

年度において給食センター整備基本計画ができたことから、「計画に基づく整備の実施」の記載に改めて

おります。また、二つ下の欄、同じ「施策の柱」の中の「主要施策」、「４ 学校施設環境の向上」の「主

要事業・主な取組」において、これまで学校トイレの洋式化に加え、「臭気対策」を追加いたしました。

すぐ下の欄、「主要施策」、「１ 学校安全対策の推進」の「主要事業・主な取組」において、平成 28 年度

に通学路への安心安全カメラが設置されたことを踏まえ、「学校施設及び通学路の安心安全カメラの適正

な運用及び管理」を追加いたしました。 

次に、一番左の欄、「施策目標」の上から三つ目。これまで「学校・家庭・地域が行動連携し、共に支

え合う教育を実現します」だったものを「社会との関わりの中で豊かな学びを実現します」に改めます。

さらに右の欄、「施策の柱」が二つに分かれておりましたが、一つに結合し、「学校・家庭・地域の連携・

協働の仕組づくり」としております。 

左から二つ目の「施策の柱」の下から４番目。「生きがい、ふれあいを育む生涯学習」の「主要施策」、

「１ 地域の活性化・ネットワークづくりに向けた社会教育の推進」の「主要事業・主な取組」に「生涯

学習計画の策定」を追加いたします。 

 最後に左から二つ目の「施策の柱」の下から２番目「誰もが文化・芸術に親しめる機会の充実」の「主

要施策」、「２ 市民の文化・芸術活動の支援の推進」の「主要事業・主な取組」に「文化芸術振興条例策

定」を追加いたします。 
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 説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○【是松教育長】 報告は終わりました。ご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 城所委員。 

○【城所委員】 何度かたたき台をいただいて見せていただいて、特に「施策目標」と「施策の柱」のと

ころは何度も文字をもんでいただいたようで、わかりやすくなって、ありがたいなと思います。 

 １点だけよろしいでしょうか。「施策目標」１の「施策の柱」の二つ目、「授業改善の推進」の中に

「『アクティブ・ラーニング』の視点」と「アクティブ・ラーニング」という言葉が入っているのですけ

れども、新聞の発表だと「アクティブ・ラーニング」の言葉を今後あまり使わずにということが出ていた

り、出ていなかったりなのですが、この言葉をそのまま国立市では使っていくかどうかというところはい

かがなと思いました。以上です。 

○【是松教育長】 それでは、金子教育指導支援課長。 

○【金子教育指導支援課長】 学習指導要領案に「アクティブ・ラーニング」の件が出て、今までの答申

と大分変わっているところがありましたので、急遽なものでしたから撤回ができませんで、今回提出して

しまったのですが、そこは検討させてください。 

○【是松教育長】 私のほうから補足しますと、文科省の次期学習指導要領案の中からは、中教審答申に

出てきた「アクティブ・ラーニング」という言葉自体は取り除かれたようです。「アクティブ・ラーニン

グ」は大学等で使われている授業法を指すことと勘違いされる場合もあるということで変えたのですが、

「アクティブ・ラーニング」自体の考え方というのは、主体的で対話的な学習でしたか、そういう形で記

載されていますので、恐らくそのＡＬ（アクティブ・ラーニング）という言葉自体は、今後も使われてい

くと思います。正式な学習指導要領にはないけれども、一般論として教育を論じるときに、これからも

「アクティブ・ラーニング」という言葉は恐らく使うなということではなくて、あえて学習指導要領から

は外しているけれども、趣旨はそういうことで使われていくと思うのです。よろしいでしょうか。 

 髙橋委員。 

○【髙橋委員】 教育長が言われたように、大学が「アクティブ・ラーニング」を頻繁に使っているので

す。そうしたことから、学習指導要領が公示される前に、言葉が少し古くなってしまう傾向が生じてきて

いるので避けるのかなと。でも、この視点というのは間違いのない視点ではないかなと、私も思います。 

○【是松教育長】 ありがとうございます。ほかによろしゅうございますか。 

―――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――― 

 ○議題（８） 報告事項４） 市教委名義使用について 

○【是松教育長】 それでは次に報告事項４、市教委名義使用についてに移ります。 

 津田生涯学習課長。 

○【津田生涯学習課長】 それでは、平成 28 年度１月分の教育委員会後援等名義使用についてです。お

手元の資料のとおり、承認４件でございます。 

 まず、ＮＰＯ法人野外遊び喜び総合研究所主催の「第 10 回記念大会ウォークラリー大会 2017」です。

参加者に防災意識を高めてもらうとともに、自分のまちを誇りに思うことや交流の場の創出を目的に、平

成 29 年３月４日９時 30 分より、国営昭和記念公園花みどり文化センターにおいて、ウォークラリーや体

験ブースによる防災体験などを行います。参加費は無料です。 

 ２番目は、東京考古談話会主催の「公開討論会『緑川東遺跡の大形石棒について考える』」です。国立

市の緑川東遺跡の敷石遺構から出土した大形石棒の判断・解釈等について、解明をしていく糸口とするた
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め、会場の参加者と一緒に自由に議論する形式の公開討論会を平成 29 年２月 19 日 13 時より、東京都埋

蔵文化財センター２階会議室において開催します。参加費は無料です。 

 ３番目は、Ｅｎ－ｓｐｏｒｔｓ主催の「国立キッズラクロス体験会」です。ラクロスの普及や運動能力

向上、ゲームスポーツにおける相手に立場に立つ心を育むため、小学生を対象としたラクロス体験会を、

平成 29年２月 25日 10時より、一橋大学ラグビー場において開催いたします。参加費は無料です。 

４番目は、くにたちさくら音楽隊主催の「くにたちさくら音楽隊」です。市民の方々にジャズの生演奏

を楽しんでもらうとともに、世界各地で演奏し、培ってきたノウハウを伝えるための演奏会を平成 29 年

４月 16 日に、第１部はリトミック要素の強い子ども向け、第２部は大人向けとし、くにたち市民芸術小

ホールにおいて開催いたします。参加費は、第１部は中学生以下無料、高校生以上 500 円、第２部は中学

生以下無料、高校生以上 2,000円となっております。 

以上４件について、事務局で審議をし、妥当と判断し、名義の使用を承認いたしましたので、報告いた

します。 

○【是松教育長】 報告は終わりました。ご質問、ご意見等ございますか。よろしいでしょうか。 

 それでは、なければ、秘密会以外の審議案件は全て終了いたしました。ここで次回の教育委員会の日程

を決めておきます。 

 宮崎教育次長。 

○【宮崎教育次長】 次回の教育委員会の予定は、３月 21 日火曜日午後２時から、こちら教育委員室で

予定してございます。 

○【是松教育長】 それでは、次回の教育委員会は３月 21 日火曜日午後２時から、会場は教育委員室と

いたします。 

 宮崎教育次長。 

○【宮崎教育次長】 おおむね開始から２時間経過しましたが、ここで休憩等をとられたらいかがかなと

思いました。いかがでしょうか。 

○【是松教育長】 秘密会の前にということですね。 

○【宮崎教育次長】 はい。 

○【是松教育長】 では、休憩をいたします。再開を４時 15分といたします。 

午後４時０８分閉会 


